
19　明治日本における儒学と進化論

［
二
〇
二
一
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集　

進
化
・
宗
教
・
国
家

明
治
日
本
に
お
け
る
儒
学
と
進
化
論
─
中
村
正
直
の
「
天
」
論
を
中
心
に

─

李
　
セ
ボ
ン

一　

度
外
視
さ
れ
た
進
化
論
?

　

中
村
正
直
（
一
八
三
二
〜
一
八
九
一
）
は�Sam

uel�Sm
iles�

の�Self-
H

elp�

（1（5（

）�

を
『
西
国
立
志
編
』（
一
八
七
〇
〜
七
一
年
）
に
、John�

Stuart�M
ill�

の�O
n Liberty�

（1（5（

）�

を
『
自
由
之
理
』（
一
八
七
二

年
）
に
和
訳
し
た
最
初
の
人
物
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
徳
川

末
期
、
昌
平
黌
の
最
年
少
御
儒
者
と
な
っ
て
儒
学
を
教
え
、
一
八
六

六
年
に
は
自
ら
志
願
し
て
イ
ギ
リ
ス
留
学
に
行
っ
た
中
村
の
特
殊
な

経
歴
は
、
明
治
の
世
に
な
っ
て
か
ら
漢
学
と
洋
学
、
両
領
域
に
お
け

る
第
一
人
者
と
し
て
の
名
声
に
繫
が
っ
た
。
生
前
の
彼
は
、
福
澤
諭

吉
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
一
）
と
双
璧
を
な
す
明
治
の
知
識
人
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る）

1
（

。

　

そ
の
中
村
が
晩
年
に
整
理
し
た
「
敬
宇
文
庫
洋
書
総
目
録）

2
（

」
に
は
、

合
計
七
八
九
冊
の
洋
書
の
題
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
目
録
上
に
は
、

辞
書
類
、
特
に
英
語
お
よ
び�English-Chinese�

に
関
す
る
も
の
が

多
く
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
ま
で
様
々
な
語
学
関
連

書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
や�religion�

に
つ
い
て
論
じ
た

書
物
も
多
い
。
当
然
な
が
ら
、
私
は
、
こ
の
目
録
が
明
治
初
期
を
代

表
す
る
「
洋
学
者
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
た
「
漢

学
者
」
で
あ
っ
た
彼
の
問
題
関
心
を
知
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、「
国
家
・
宗
教
・
進
化
」
と
い
う
大
会
の
テ
ー
マ

を
念
頭
に
置
い
て
改
め
て
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
一
つ
興
味
深
い
事
実
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に
気
づ
い
た
。
そ
れ
は
、
中
村
が
ほ
と
ん
ど
言
及
し
た
こ
と
の
な
い

進
化
論
・
社
会
進
化
論
の
代
表
的
知
識
人
、
特
に
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス

ペ
ン
サ
ー
の
主
な
著
作
や
ト
ー
マ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
の
も
の
ま
で
が

揃
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
中
村
正
直
は
終

生
、
進
化
論
や
社
会
進
化
論
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
社
会
進
化
論
が
流
行
る
明
治
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
彼
が

新
た
に
興
味
を
示
す
の
は
、
む
し
ろ
ラ
ル
フ
・
ワ
ル
ド
・
エ
マ
ソ
ン

の
思
想
や
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
信
仰
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
や

ハ
ク
ス
リ
ー
の
議
論
へ
の
関
心
は
、
少
な
く
と
も
中
村
の
文
章
か
ら

は
読
み
取
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
の
議

論
に
つ
い
て
彼
が
無
知
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
勿
論
、
こ
の
問
題

は
、
敬
宇
文
庫
の
手
沢
本
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
調
査
し
た
上
で
は

じ
め
て
、
よ
り
は
っ
き
り
し
た
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
し

か
し
私
は
、
こ
れ
ま
で
中
村
の
思
想
研
究
を
進
め
て
き
た
者
と
し
て
、

彼
が
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
の
議
論
に
つ
い
て
十
分
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ

度
外
視
し
た
と
い
う
見
方
を
取
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う

に
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
、
中
村
の
「
天
」
を
め
ぐ
る
思
想
の
論
理

を
軸
に
し
つ
つ
説
明
し
た
い
。

二　
「
天
」
と
「
教
法
」
の
関
係

　

従
来
、
明
治
期
以
降
を
中
心
に
「
洋
学
者
」
や
「
明
治
啓
蒙
思
想

家
」
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
中
村
正
直
を
、
幕
末
ま
で

の
昌
平
黌
御
儒
者
時
代
に
思
想
的
な
重
き
を
置
い
て
捉
え
て
直
し
た

の
が
、
拙
著
『「
自
由
」
を
求
め
た
儒
者

─
中
村
正
直
の
理
想
と

現
実
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
〇
年
）
で
あ
る
。
私
は
、
中
村
が

「
儒
者
」
と
し
て
過
ご
し
た
時
間
の
思
考
が
、
明
治
以
降
の
そ
の
思

想
展
開
に
お
け
る
基
軸
を
な
し
た
と
考
え
て
い
る
た
め
、
彼
の
思
想

に
見
え
る
儒
学
的
要
素
に
注
目
し
た
。
幕
末
の
イ
ギ
リ
ス
派
遣
に
際

し
、「
天
地
人
に
通
ず
る
を
之
れ
を
儒
と
謂
う
」
と
述
べ
た
時
の
儒

者
と
し
て
の
義
務
を
、
中
村
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
に

据
え
、
守
り
続
け
た
の
で
あ
る）

（
（

。
そ
れ
は
、
晩
年
の
彼
が
、
孔
子
を

は
じ
め
と
す
る
儒
学
の
「
聖
人
」
の
「
道
」
へ
の
信
念
を
終
生
持
ち

続
け
た
と
自
ら
述
べ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る）

4
（

。

　

こ
う
し
て
、「
天
地
人
に
通
ず
る
」
儒
者
と
し
て
、
中
村
は
万
物

の
起
源
で
あ
る
「
天
」
に
依
拠
し
て
構
築
さ
れ
た
倫
理
と
政
治
の
哲

学
体
系
で
物
事
を
考
え
続
け
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
決
し
て
彼
の
思

想
に
変
化
が
見
え
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
幕
末
の
イ
ギ
リ
ス

留
学
経
験
、
そ
し
て
明
治
維
新
に
よ
る
諸
変
化
に
伴
い
、
中
村
も
思

想
的
な
変
化
を
見
せ
た
。

　

ま
ず
、
政
治
観
で
あ
る
。
幕
末
の
中
村
は
、
国
家
の
危
機
に
際
し
、

統
治
者
、
つ
ま
り
武
士
層
の
意
識
改
革
を
強
調
し
た
。
昌
平
黌
に
身

を
置
く
御
儒
者
と
し
て
、
彼
は
い
か
に
「
学
者
」
が
自
ら
の
「
本

分
」
に
尽
力
す
べ
き
か
に
集
中
す
る
。
そ
こ
に
「
民
」
が
能
動
的
な
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21　明治日本における儒学と進化論

政
治
主
体
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
余
地
は
、
勿
論
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

伝
統
的
な
儒
学
の
統
治
観
の
表
れ
で
あ
り
、
何
よ
り
も
「
御
威
光
」

に
よ
る
徳
川
の
統
治
体
制
と
い
う
現
実
の
も
と
で
の
必
然
的
な
帰
結

だ
っ
た
と
い
え
よ
う）

5
（

。

　

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
て
以
来
、
つ
ま
り
明
治
日

本
に
お
い
て
、
彼
の
主
張
す
る
国
家
変
革
の
内
容
は
、
一
転
し
て

「
人
民
」
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
村
は
、「
政
事
ノ
形

体
」
の
み
で
は
な
く
、「
人
民
ノ
性
質
」
を
「
改
造
」
で
き
て
は
じ

め
て
「
御
一
新
」
は
「
一
新
」
た
り
得
る
と
考
え
た
（「
人
民
ノ
性
質

ヲ
改
造
ス
ル
説
」、『
明
六
雑
誌
』
第
三
十
号
）。
そ
れ
は
、
国
家
の
改
革
を

制
度
面
で
は
な
く
、
人
性
の
改
善
と
い
う
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
伝
統
的
な
朱
子
学
の
考
え
方
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
現
に

「
西
国
」
の
実
例
に
照
ら
し
て
も
正
し
い
判
断
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

彼
の
見
る
と
こ
ろ
、「
西
国
之
強
」
は
、「
人
民
ノ
品
行
」、
す
な

わ
ち
個
々
人
の
「
自
主
ノ
志
行
」
に
起
因
し
た
。「
西
国
」
の
「
昌

盛
」
は
、
決
し
て
「
君
主
」
一
人
の
力
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
し
か
も
、
そ
こ
で
の
「
強
」
は
、
単
な
る
「
兵
」
の
強

さ
を
意
味
せ
ず
、「
芸
術
」（
学
問
・
技
芸
）
を
修
め
る
こ
と
と
「
天
」

の
実
在
を
信
じ
る
こ
と
、
即
ち
「
教
法
」（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
信
仰
が
、

「
車
ノ
両
輪
」、「
鳥
ノ
両
翼
」
の
ご
と
く
働
き
、「
文
教
昌
明
」
に
し

て
「
名
」
を
「
四
海
に
揚
」
げ
る
に
至
っ
た
状
態
、「
文
明
開
化
」

へ
の
到
達
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
村
は
、
世
襲
身
分
制
の
下

に
い
る
統
治
者
と
被
治
者
の
区
別
を
前
提
に
し
た
徳
川
日
本
の
秩
序

観
を
排
し
、
ま
た
、「
民
」
の
「
自
治
」
の
可
能
性
を
想
定
し
な
い

儒
学
の
統
治
観
か
ら
離
れ
、「
士
農
工
商
ス
ベ
テ
」
の
「
人
民
」
が

国
家
共
同
体
の
主
人
と
し
て
の
役
割
を
担
う
新
し
い
政
治
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
提
示
し
た
。

　

こ
う
し
て
西
洋
諸
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
教
」
と
し
て
の

効
能
を
確
認
し
た
彼
は
、
明
治
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
の
色
彩
を
帯
び

た
「
天
」（「
上
帝
」）
の
実
在
を
力
説
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
天
人
相

関
論
を
展
開
し
た
。
明
治
初
期
の
作
品
、「
敬
天
愛
人
説
」（
一
八
六

八
年
）
や
『
請
質
所
聞
』（
一
八
六
九
年
）
上
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に

直
接
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
明
ら
か
に
そ
の
影
響
の
下
で
、

な
ぜ
人
間
は
「
天
」
の
実
在
を
信
じ
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
語
る
。

そ
こ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
目
睹
し
た�civilisation�

＝「
文
明
開
化
」

の
実
現
の
根
底
に
、「
人
民
」
を
「
善
」
へ
と
導
く
「
教
法
」
と
し

て
キ
リ
ス
ト
教
が
果
た
し
た
重
大
な
役
割
論
が
敷
か
れ
て
い
る
。

「
文
明
開
化
」
の
実
現
に
は
、「
人
民
」
全
体
の
道
徳
的
な
向
上
が
不

可
欠
と
考
え
た
中
村
や
同
世
代
の
知
識
人
ら
の
多
く
が
、「
文
明
開

化
」
の
手
段
・
方
法
と
し
て
「
教
法
」
に
注
目
し
た
所
以
で
も
あ
る
。

　

中
村
は
、「
教
法
」
が
人
を
し
て
「
善
」
に
向
か
わ
せ
る
力
を
有

す
る
と
考
え
る
。
人
類
が
普
遍
的
に
到
達
す
べ
き
目
標
が
「
善
」
で

あ
る
な
ら
ば
、「
教
法
」
は
そ
こ
に
到
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
世

界
中
の
国
々
は
「
文
明
」
か
「
野
蛮
」
か
、
そ
の
進
歩
の
程
度
に
よ
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っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
レ
ベ
ル
の
「
教
法
」
を
選
ぶ
。
そ
れ

は
、「
教
法
」
の
多
様
性
を
肯
定
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
効
能
面
に
お

け
る
差
等
を
認
め
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
う
し
た
効
能
の
面
で

最
も
優
れ
て
い
る
の
は
キ
リ
ス
ト
教
だ
と
確
信
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

が
道
徳
的
な
向
上
を
促
す
と
い
う
面
で
相
対
的
な
優
位
に
立
つ
と
は

い
え
、
唯
一
絶
対
の
宗
教
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
中
村
の
「
天
」
と
「
教
法
」
を
め
ぐ
る
理
解
は
、

亡
く
な
る
三
か
月
ほ
ど
前
に
斯
文
学
会
で
行
わ
れ
た
演
説
、「
天
人

一
体
論
」（
一
八
九
一
年
）
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
彼

は
、
そ
こ
に
お
い
て
、「
其
天
と
云
ふ
こ
と
は
、
儒
道
に
在
つ
て
ハ

彼
の
中
庸
開
巻
第
一
に
、
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂

教
、
と
あ
る
通
り
、
教
と
云
ふ
も
の
ゝ
帰
着
す
る
大
根
元
は
、
即
ち

天
と
定
め
て
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
独
り
漢
学
者
の

み
な
ら
ず
、
西
洋
で
も
道
学
者
の
言
ふ
所
は
、
大
概
之
に
類
し
て
居

る
か
ら
、
東
西
の
学
を
兼
修
し
た
人
は
、
ご
存
じ
で
あ
」
ろ
う
事
実

な
の
で
あ
る
。
こ
の
演
説
に
お
け
る
「
天
」
と
は
、
ラ
ル
フ
・
ワ
ル

ド
・
エ
マ
ソ
ン
の
エ
ッ
セ
ー
、N

ature�

と
い
う
作
品
で
い
う�

nature�

そ
の
も
の
を
指
す
。
一
八
八
〇
年
代
に
入
り
、
ユ
ニ
テ
リ

ア
ン
信
仰
に
出
会
っ
た
中
村
は
、
特
に
エ
マ
ソ
ン
の
作
品
を
通
し
て

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
一
八
八
八
年
九
月
に
彼
は
、
エ
マ
ソ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
集
か

ら�Com
pensation�

と
い
う
作
品
を
『
報
償
論
』
と
い
う
邦
題
で
翻

訳
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。
日
本
で
初
め
て
翻
訳
さ
れ
た
エ
マ
ソ
ン
の

作
品
で
あ
る
。
数
あ
る
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
特
に
こ
の
作
品
に
彼
が

心
を
動
か
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
の
内
容
が
ま
さ
に
『
易
経
』
と
同
一

の
原
理
、
即
ち
「
福
善
禍
淫
」（「
善
悪
ノ
報
償
」）
の
原
理
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
の
『
請
質
所

聞
』
の
主
題
で
も
あ
っ
た
「
福
善
禍
淫
」
の
議
論
は
、
儒
学
に
お
い

て
、
宇
宙
万
物
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
様
態
を
把
握
す
る
陰
陽
論
に
基

づ
き
、
天
人
相
関
を
説
明
す
る
原
理
で
あ
る
。
そ
の
延
長
線
上
で
彼

は
、「
彼
の
報
酬マ

マ

論
の
如
き
は
全
然
易
の
理
に
同
じ
き
も
の
な
り
」

と
い
い
、『
易
経
』
と�Com

pensation�

を
同
一
の
原
理
が
貫
い
て

い
る
と
考
え
た
。
上
記
し
た�N

ature�

が
、『
中
庸
』
お
よ
び
儒
学

の
経
書
で
い
う
「
天
人
一
体
」
論
に
通
じ
る
の
と
同
一
線
上
の
発
言

で
あ
っ
た
。

三　
「
天
」
の
思
想
と
進
化
論
と
の
距
離

　

人
々
を
し
て
「
天
」
の
実
在
を
信
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
「
教

（
法
）」
が
有
用
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
と
い
う
共
同
体
の
構

成
員
全
体
が
道
徳
的
（「
品
行
」）
な
向
上
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
、
そ

れ
が
「
文
明
」
国
の
前
提
で
あ
る
。
で
は
、
日
本
に
お
け
る
課
題
と

は
何
か
。
明
治
期
以
降
の
中
村
が
見
せ
た
一
連
の
行
動
と
発
言
を
ま

と
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
問
い
に
行
き
着
く
。
い
ず
れ
の
「
教
法
」
に
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23　明治日本における儒学と進化論

も
「
人
心
世
道
ヲ
利
益
ス
ル
最
要
最
重
ノ
モ
ノ
」
で
あ
る
「
真
理
」

と
、
そ
れ
を
蔽
う
「
妄
想
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
割
合
で
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
何
を
、
ど
の
程
度
取
り
出
し
て
使
う
か
は
人

に
よ
っ
て
異
な
る）

（
（

。
重
要
な
の
は
、
い
ず
れ
の
「
教
法
」
に
も
必
ず

「
真
理
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政

府
が
介
入
し
て
特
定
の
「
教
法
」
を
強
制
す
る
必
要
は
な
い
。「
人

民
」
個
々
人
に
任
せ
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
自
然
に
「
教
法
」
の
効
能

は
顕
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。「
天
」
の
下
で
、
世
界
は
本
質
的
に
調

和
を
な
す
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
中
村
の
「
教
法
」
論
、
す
な
わ
ち
「
天
」
の
思
想

は
、「
優
勝
劣
敗
ノ
作
用
」
を
「
実
理
」
と
し
、「
造
物
主
」
の
創
造

な
ど
を
「
妄
想
」
と
断
言
す
る
こ
と
で
天
賦
人
権
説
の
方
向
へ
と
転

向
し
た
と
言
わ
れ
る
加
藤
弘
之
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
六
）
の
『
人
権

新
説
』（
一
八
八
二
年
）
の
よ
う
な
見
方
と
は
相
容
れ
な
い
。
ま
た
そ

れ
は
、「
道
徳
」
を
「
世
教
」
と
「
世
外
教
」
と
に
分
離
し
、
キ
リ

ス
ト
教
や
仏
教
な
ど
の
「
世
外
教
」
を
排
し
、
儒
学
や
西
洋
哲
学
の

み
の
「
世
教
」
に
よ
っ
て
「
日
本
道
徳
」
を
立
て
直
す
こ
と
を
主
張

し
た
西
村
茂
樹
（
一
八
二
八
〜
一
九
〇
二
）
に
お
け
る
「
教
法
」
の
捉

え
方
と
も
異
な
る）

7
（

。

　

と
り
わ
け
、
進
化
論
で
想
定
す
る
酷
薄
な
弱
肉
強
食
の
世
界
は
、

中
村
が
考
え
る
「
天
」
の
秩
序
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
夙
に

『
西
国
立
志
編
』
の
序
文
で
、「
天
の
斯
民
を
生
ず
る
や
、
人
々
同
じ

く
安
楽
を
受
け
、
同
じ
く
道
を
修
め
、
同
じ
く
智
識
を
崇
め
、
同
じ

く
芸
業
に
勉
め
ん
こ
と
を
欲
す
。
豈
に
此
れ
強
に
し
て
彼
れ
弱
、
此

れ
優
に
し
て
彼
れ
劣
な
る
を
欲
せ
ん
や）

（
（

」
と
述
べ
、
強
弱
・
優
劣
を

争
う
こ
と
自
体
が
「
天
」
の
意
図
に
背
馳
す
る
と
明
言
し
た
彼
で
あ

る
。
無
論
、
そ
れ
が
競
争
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
、
優
勝
劣
敗
の
競
争
原
理
が
「
天
」
の
定
め
た

在
る
べ
き
在
り
方
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
を
支
配
す
る
原
理

た
り
得
な
い
と
い
う
彼
の
信
念
の
表
明
と
い
う
意
味
と
し
て
解
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
現
段
階
に
お
い
て
は
と
り
あ
え
ず
、
各

国
が
普
遍
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
努
力
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
地
球

万
国
」
の
人
類
が
「
学
問
芸
業
」
を
も
っ
て
交
流
し
、
互
い
に
「
利

用
厚
生
」
の
方
法
を
交
換
し
て
「
資
益
」
し
合
い
、
そ
う
し
て
共
に

「
安
康
」
と
「
福
祉
」
を
得
る
こ
と
を
目
標
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ

る）
（
（

。
中
村
が
「
無
所
争
子
」「
無
所
争
翁
」
と
い
う
号
を
用
い
、
自

ら
の
書
斎
を
「
無
所
争
斎
」
と
名
付
け
た
理
由
も
、
お
そ
ら
く
こ
こ

に
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
に
と
っ
て
弱
肉
強
食
の
世
界
は
異
常
で
あ
り
、

そ
れ
が
前
提
と
な
っ
た
秩
序
構
築
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
晩
年

で
あ
る
一
八
九
〇
年
、
文
部
省
か
ら
教
育
に
関
す
る
「
箴
言
」、
即

ち
『
教
育
勅
語
』
の
草
案
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
際
も
、
同
様
の
見
方

は
堅
持
さ
れ
て
い
た）

10
（

。

　

中
村
が
描
く
世
界
の
あ
る
べ
き
姿
、
宗
教
の
役
割
と
目
標
は
、
例

え
ば
、
彼
よ
り
一
世
代
ほ
ど
後
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
知
識
人
で
あ
る
小
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崎
弘
道
（
一
八
五
六
〜
一
九
三
八
）
の
そ
れ
と
、
根
底
か
ら
異
質
的
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
会
に
属
し
た
小
崎
は
、『
政

教
新
論
』（
警
醒
社
、
一
八
八
六
年
）
に
お
い
て
、「
国
民
の
思
想
、
風

俗
、
精
神
、
文
学
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
宗
教
よ
り
大
な
る
ハ
な
し）

11
（

」

と
主
張
し
、
中
村
同
様
、
キ
リ
ス
ト
教
の
優
越
さ
を
説
い
た
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
人
の
世
に
宗
教
が
必
要
な
理
由
お
よ
び
宗
教
の
効
能

を
見
る
視
点
に
お
い
て
中
村
と
は
根
本
的
な
違
い
を
見
せ
る
。

　

ま
ず
小
崎
は
、
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
「
気
質
」
の
差
が
「
知
愚

賢
不
肖
の
差
」
を
生
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
社
会
に
貴
賤
貧
富
の

別
」
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う
認
識
か
ら
宗
教
の
役
割
を
考
え
る
。

「
競
争
」
に
よ
る
強
弱
・
優
劣
の
差
を
前
提
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ

る
。
だ
が
、
世
俗
の
「
社
会
」
に
は
そ
う
し
た
「
貧
富
貴
賤
の
差
異

を
滅
し
、
平
等
な
る
」
状
態
に
持
っ
て
い
く
力
が
な
い）

12
（

。
不
平
等
な

世
界
で
苦
し
む
人
々
を
「
保
護
祐
導
」
で
き
る
の
は
「
上
帝
」、
つ

ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
力
の
み
で
あ
る
。
そ
の
「
上
帝
」
を
信
じ

る
こ
と
で
人
間
は
、「
来
世
」
に
お
け
る
「
永
遠
の
生
命
」
を
保
障

さ
れ
る）

1（
（

。「
人
事
の
競
争
」
と
い
う
「
今
世
」
の
過
酷
な
現
実
の
な

か
で
人
々
は
、「
上
帝
」
に
「
保
護
祐
導
」
さ
れ
、「
来
世
」
で
の
報

い
を
担
保
に
「
今
世
」
を
生
き
る
。
そ
れ
が
、
小
崎
の
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
で
あ
る
。
彼
が
「
来
世
」
の
実
在
を
確
信
し
て
い
る
点
で
も
、

中
村
と
意
見
を
異
に
す
る
。
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
め
ぐ
る

二
人
の
見
解
の
違
い
は
、
や
は
り
儒
学
の
「
天
」
の
思
想
が
前
提
と

し
て
敷
か
れ
て
い
る
か
否
か
に
因
る
も
の
で
あ
る
。

四　

東
ア
ジ
ア
近
代
に
お
け
る
「
天
」
理
解
と
進
化
論
の
関
係

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
中
村
の
「
天
」
の
思
想
を
儒
学
由
来
の

も
の
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
隣
国
に
お
け
る
儒
学
思
想
の
伝
統
の

延
長
線
上
で
進
化
論
を
接
し
た
知
識
人
た
ち
が
見
せ
た
態
度
は
ど
う

説
明
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
一
八
九
六
年
、
清
末
の
厳
復

（
一
八
五
四
〜
一
九
二
一
）
が
、
ト
ー
マ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
の�E

volu-
tion and E

thics�

（1（（（

）�

を
『
天
演
論
』
と
い
う
題
目
で
古
典
漢
文

に
訳
し
た
事
例
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
厳
復
は
、
夙
に
西
洋
式
の
造
船

と
航
海
術
を
教
育
す
る
た
め
の
船
政
学
堂
で
英
語
や
航
海
術
、
西
洋

の
自
然
科
学
を
学
び
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
ま
で
果
た
し
た
人
物
だ
っ
た
。

同
時
に
、
留
学
以
後
も
出
世
の
た
め
に
科
挙
試
験
を
受
け
続
け
る
ほ

ど
の
学
問
的
な
蓄
積
が
あ
る
「
読
書
人
」
で
あ
っ
た
。
厳
復
の
説
く

進
化
論
は
「
任
天
」
と
「
勝
天
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
再
構
成
さ

れ
、
進
化
論
で
説
く�nature�

は
「
天
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
彼
も
、
基
本
的
に
『
易
経
』
と
西
洋
の
学
問
の
一
致
を
見
出
す
。

そ
こ
で
は
、「
天
」
の
秩
序
に
な
ら
っ
て
自
己
を
治
め
る
と
い
う
君

子
の
姿
を
指
す
「
自
強
」（『
易
経
』）
が
、
国
力
の
伸
長
を
促
す
た
め

の
概
念
に
転
換
さ
れ
た
。

　

あ
る
い
は
、
朝
鮮
末
期
に
生
ま
れ
、
四
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
朱
子
学
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25　明治日本における儒学と進化論

一
辺
倒
で
あ
っ
た
自
ら
の
学
問
世
界
に
疑
念
を
抱
き
、
新
学
問
を
学

び
始
め
た
朴
殷
植
（
一
八
五
九
〜
一
九
二
五
）
も
よ
い
参
照
例
で
あ
る
。

『
天
演
論
』
を
読
ん
だ
彼
は
、
大
韓
帝
国
末
期
か
ら
こ
の
「
天
演
」

と
い
う
見
慣
れ
な
い
漢
語
を
用
い
、
同
胞
に
対
し
て
「
自
強
」
を
訴

え
た
。
一
九
〇
六
年
、
す
で
に
大
日
本
帝
国
の
保
護
国
と
な
っ
た
大

韓
帝
国
で
結
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
愛
国
啓
蒙
運
動
系
の
政
治
団
体

の
名
称
は
「
大
韓
自
強
会
」
で
あ
る
。「
我
国
の
独
立
は
、
独
り
自

強
に
依
る
」
と
い
う
認
識
が
二
十
世
紀
初
頭
に
広
ま
っ
た
根
底
に
は
、

朴
の
よ
う
な
知
識
人
に
よ
る
儒
学
と
進
化
論
と
の
融
合
が
あ
る
の
だ

ろ
う�

。

　

本
稿
で
論
じ
た
中
村
の
思
想
的
営
為
が
な
さ
れ
た
の
は
明
治
前
半

期
に
当
た
る
。
当
該
時
期
に
日
本
を
取
り
巻
い
た
国
際
環
境
と
、
二

十
世
紀
に
入
る
頃
の
清
国
と
大
韓
帝
国
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
各
国

の
国
内
事
情
を
も
含
め
、
大
層
な
違
い
が
あ
り
、
ま
た
当
然
、
各
地

域
に
お
け
る
儒
学
思
想
の
展
開
を
単
純
比
較
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

た
だ
、
日
本
で
は
進
化
論
受
容
以
前
に
「
文
明
開
化
」
の
実
現
と
い

う
西
洋
由
来
の
問
題
を
、
中
村
の
よ
う
に
儒
学
的
な
「
天
」
を
軸
に

し
て
考
え
ら
れ
る
時
代
が
、
束
の
間
と
は
い
え
、
存
在
し
た
。
で
は
、

は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
時
差
の
み
が
、
日
本
以
外
の
東
ア
ジ
ア
地
域

で
「
文
明
開
化
」
論
が
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
だ
ろ
う
か
。
中
村

の
よ
う
に
思
考
す
る
「
儒
者
」
が
、
他
の
地
域
で
出
現
し
得
え
な
か

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
そ
の
よ
う
な
問
い
に

答
え
る
べ
く
、
今
後
、
さ
ら
な
る
探
求
を
続
け
て
行
き
た
い
。

注
（
1
）�

李
セ
ボ
ン
『「
自
由
」
を
求
め
た
儒
者

─
中
村
正
直
の
理
想

と
現
実
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
〇
年
）
一
一
頁
。

（
2
）�

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
。
な
お
、
敬
宇
文
庫
の
洋
書
は
成
蹊
大
学
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
次
の
論
稿
に
も
、
同
目
録
が
整
理
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
高
橋
俊
昭
「
文
明
開
化
の
蔵
書
目
録

─
敬
宇
文
庫
洋
書

総
目
録�

中
村
正
直
先
生
文
庫
図
書
目
録
」（『
成
蹊
論
叢
』
第
一
八

号
、
一
九
七
九
年
）。

（
（
）�

「
留
学
奉
願
候
存
寄
書
付
」（『
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
明
治
文
学

全
集
（
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
）
二
七
九
頁
。

（
4
）�

「
加
藤
翁
年
譜
序
」
一
八
八
八
年
（『
敬
宇
文
集
』
巻
十
五
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
〇
三
年
）
十
丁
オ
。

（
5
）�

注（
1
）前
掲
書
、「
第
一
章�

学
問
所
時
代
に
お
け
る
「
学
者
」

論

─
「
興
学
校
」
の
論
理
」
を
参
照
。

（
（
）�

「
漢
学
不
可
廃
論
」（『
明
治
啓
蒙
思
想
集
』）
三
一
九
頁
。

（
7
）�

だ
が
、
西
村
の
「
世
教
」
と
「
世
外
教
」
も
、
一
つ
の
在
る
べ

き
在
り
方
（「
道
」）
を
目
指
し
た
「
教
」
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
、

敬
宇
と
共
通
の
枠
組
に
即
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（『
日

本
道
徳
論
』
明
治
二
十
年
、『
西
村
茂
樹
全
集
』
第
一
巻
所
収
、
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）。
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（
（
）�

斯
邁
爾
斯
著
・
中
村
敬
太
郎
訳
「
自
助
論
第
一
篇
序
」（『
西
国

立
志
編
』
第
一
冊
第
一
編
、
山
田
俊
蔵
、
一
八
七
〇
年
）
五
丁
オ
。

（
（
）�
同
前
、
五
丁
オ
。

（
10
）�
海
後
宗
臣
『
教
育
勅
語
成
立
史
研
究
』
海
後
宗
臣
著
作
集
第
十

巻
、
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
）
二
五
〇
頁
。

（
11
）�

小
崎
弘
道
『
政
教
新
論
』（
警
醒
社
、
一
八
八
六
年
）
一
〇
三

頁
。�

（
12
）�

同
前
、
九
〇
─
九
一
頁
。

（
1（
）�

同
前
、
九
一
頁
。

�

（
延
世
大
学
講
師
）
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